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◎日程第４ 協議案件 北広島団地内小学校の適正配置について

○委 員 長（村山 邦彦） 協議案件、を議題といたします。

団地内の小学校の適正配置につきましては、統合後に使用する校舎について、現地調

査を含めて、これまで５回程の勉強会を行って参りました。今日はこれまでのいろいろ

な調査や勉強会で承知した事柄を踏まえて、統合後に使用する校舎について協議に入ら

せていただきたいと思います。改めて、協議に入る前に確認させていただきたいと思い

ますけれども、今年の３月２７日に団地内の小学校につきましては、広葉小学校と若葉

小学校、高台小学校と緑陽小学校の組み合わせでどちらかを選択するというようなこと

で方針を決定しております。従いまして、統合後に使用する校舎については広葉小学校

と若葉小学校、高台小学校と緑陽小学校との間に施設面、子どもたちの通学安全面、学

校の周辺の教育環境の是非の問題、ほか関係する事柄について協議することになります

ので、よろしくお願いいたします。

初めに、広葉小学校と若葉小学校について協議に入りたいと思います。この協議に先

立って、事務局のほうから該当２校の施設の状況、通学路の安全面、地域との関係、さ

らに関係する事柄等４点程につきましてご説明をお願いします。

○教育施策推進参事（工藤 正） 平成１９年３月２７日の教育委員会会議で通学区域審議

会の方針について基本的に尊重し、広葉小学校と若葉小学校、高台小学校と緑陽小学

校を統合するとの決定をいたしましたが、使用する校舎の検討報告についてご説明さ

せていただきます。統合方針に基づきまして組み合わせごとに現状を比較するかたち

をとっておりますので、協議をお願いいたします。

まず広葉小学校と若葉小学校の状況について順を追ってご説明させていただきます。

（１）施設の状況①校舎についてですが、学校の敷地面積、グラウンド、校舎面積で

は若葉小学校のほうが上回っています。ただ体育館の床面積についてはほとんど差が

認められておりません。体育館につきましては、学校によって体育館に至る廊下や控

え室等がカウントされていまして、台帳上の数字では団地内の４校に大きな差が認め

られています。そこで、床面積だけを見てみました。そうすると、広葉小学校が約６

００㎡、若葉小学校が約５９４㎡とほとんど差がないことがわかりました。校舎の建

築年度ですが、広葉小学校が昭和４７年度、若葉小学校が昭和５０年度となっており、

体育館につきましても、建設年度は広葉小学校のほうが古くなっております。校舎に

つきましては、両校とも大規模修繕は行っておりますが、広葉小学校では昭和６３年、

若葉小学校では平成６・７年度に実施されております。体育館につきましては、若葉

小学校が平成７年度に大規模修繕が行われております。しかし、耐震化工事について

は両体育館とも行われておりません。

②校舎の利便性の部分ですが、広葉小学校の敷地はご存知のとおり校門からグラウ

ンドまで約８ｍ程度の高低差があります。しかも階段状になっております。校舎は地
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形に合わせて３列の形で建てられておりまして、校舎をつなぐ廊下の一部が急なスロ

ープになっております。また、校舎をつなぐ廊下が一つしかないという状況でござい

ます。それから広葉小学校につきましては、玄関に身障者用のスロープも設置されて

おりません。

③教室の関係ですが、ピーク時、広葉小学校は２３学級、若葉小学校は１７学級あ

りました。現在の学校には特別教室として図書室、家庭科室、音楽室、工作室、理科

室、コンピューター室などが設置されております。特に広葉小学校では校舎の一部が

デイサービスや学童クラブに利用されておりまして、使用可能な教室は減少しており

ます。広葉小学校では特別教室を除きますと、教室として使用可能なのは１７教室で

す。若葉小学校は特別教室を除きますと、教室として使用可能なのは１７教室となっ

ております。従って、使用可能な教室については両校に差は認められません。統合し

た場合、当面最大の学級数は普通学級で１３学級程度、その他に特別支援学級が何学

級になるかわかりませんけれども、両校とも基本的には児童の受入れは可能です。た

だ、敷地の面積を見ますと、若葉小学校が校地面積が広いという状況でございます。

④グラウンドの状況ですが、グラウンドは両校とも年間を通じて使用されておりま

す。夏は学校行事としては運動会、冬期間は坂を作ってスキー学習が行われておりま

す。広葉小学校は校舎の段差を利用した坂を使ってスキー学習を行い、若葉小学校で

はグラウンドに坂を作って行っています。グラウンドの水はけにつきましては、若葉

小学校のほうが良好という状況です。

⑤学校施設の安全に関することですが、平成１７年度から校舎入り口については学

校において常時施錠し、学校を訪問した人はインターホンにより職員に確認をとって

からでなければ入ることができなくなっております。しかし、職員が目で見て児童の

安全を確保できるかどうかという観点から職員室の配置を見ますと、広葉小学校は２

階に職員室があり、若葉小学校は職員玄関の横に配置されているという状況でござい

ます。ただ、広葉小学校におきましては職員玄関横の会議室に事務職員を配置し、よ

り安全を確保しているという状況でございます。校舎内での児童の安全についてとい

う観点からみますと、職員室が１階にあるということが必ずしも安全性が高いという

ことではないと言われております。広葉小学校につきましては、校舎が３列になって

いて、違う校舎に行く場合にはいったん１階に降りなければならないという構造にな

っております。

（２）次に、児童の安全に関すること①通学距離の関係でございます。広葉小学校

区では、北広島駅周辺の北進町の高層住宅に居住する児童の通学距離が校区内で最も

長く、約１．３ｋｍとなっております。若葉小学校では白樺町に居住する児童の通学

距離が遠く、約１．１ｋｍとなっております。広葉小学校と若葉小学校間は直線距離

で約８００ｍ、徒歩ですと１ｋｍ弱という距離です。広葉小学校と若葉小学校を統合

して広葉小学校を使用した場合、白樺町の児童で約２ｋｍの通学距離になると思われ
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ます。また、使用する校舎を若葉小学校とした場合、北進町に居住する児童につきま

しては従来使用されていない道路を通学路に使用することとなります。特に北広島駅

周辺に居住する児童は、緑道を通る方法と、北進通と中央通を通って通学するという

２通りの方法が考えられます。その距離は、約１．７ｋｍと思われます。それから、

広葉小学校と若葉小学校を合わせた校区で両校の位置関係を見た場合、両校とも比較

的校区内の端に位置しています。

②通学路の安全に関わるものですが、広葉小学校と若葉小学校は中央通をはさんで、

隣り合った校区となっております。このため、統合によって新たに通学路として問題

となる点としましては、いずれの学校を使用したとしても、中央通を横断しなければ

ならない児童が、緑道もありますけれども、出てきます。中央通を横断する方法とし

ては２箇所ありますが、いずれの箇所にも横断歩道があり、信号機が設置されており

ます。若葉町１丁目付近の交通量は、朝の登校時間帯で１時間あたり５４０台程度、

午後の下校時間帯で１時間当たり３５０台程度となっております。また、住宅地区と

いうこともありまして、校区内の道路につきましては従来から通学路として使用され

ているというところがほとんどでありますので、統合により基本的に新たな大きな問

題は生じないと考えております。

次に③交通状況でございますけれども、広葉小学校、若葉小学校の現状は基本的に

徒歩通学です。若葉小学校は比較的中央通に近いということもありまして、団地内に

バスが走っているということで、校区によってはバス通学も可能でございます。

（３）それから、地域との関係や周辺環境について。広葉小学校には校舎の一部を

利用して、外出の機会が少ない高齢者を対象として創作活動やスポーツなどを行うデ

イサービス施設、通称「おたっしゃ塾」と言われるものと、「学童クラブ」が設置され

ております。広葉小学校では中学年が総合学習の一つとして、おたっしゃ塾の高齢者

との交流授業が行われております。①教育上利用している周辺の施設に関してですが、

広葉小学校では１・２年生の生活科の一部の授業を緑葉公園、３年生の総合学習の一

部の授業を北広公園を利用して行われております。それから縦割り学習の一つとして、

校区内の７つの街区公園の清掃も行われております。水泳学習につきましては緑葉プ

ールを利用しております。若葉小学校では１年生の生活科の授業の一部を南公園と街

区公園、２年生では南公園を使用し、３年生の総合学習の一部は南公園を利用して行

っております。水泳学習につきましては白樺プールを利用しています。

②学校施設の利用度につきましては、定期的な利用については学校開放事業に基づ

き行われており、広葉小学校においては２団体、若葉小学校においても２団体が定期

的に利用されております。

次に③学校周辺の環境ですが、広葉小学校は近くに北広公園があります。若葉小学

校は南公園に隣接しています。いずれも近隣公園であり、野球場、テニスコートを備

え、両校とも授業の一部で活用されております。北広公園につきましては、樹木数は
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南公園と比較すると少ないですけれども、種類は比較的多くあります。また南公園に

つきましては、樹木が多く、春には桜、秋には紅葉というように自然豊かだと言えま

す。

（４）その他必要な事項ですが、学校の設備としまして、暖房機につきましては広

葉小学校では平成３年、若葉小学校では平成５年に更新されており、若干の差があり

ます。校長・教頭住宅につきましては、広葉小学校のほうが古く、７年ほどの差があ

ります。放送設備につきましては、広葉小学校が若葉小学校よりも２年ほど古くなっ

ております。児童が使うパソコンにつきましては、設置年度が若葉小学校のほうが１

年ほど古いですが、設置台数につきましては共に４０台です。以上が概略であります。

○委 員 長（村山 邦彦） 項目に従って順次協議していきたいと思いますけれども、まず

施設について、何かご質問ございませんか。

○教育委員（麻生 敏子） ピーク時の教室数について、広葉小学校は２３学級、若葉小学

校は１７学級とのことですが、広葉小学校は今、デイサービスと学童クラブで使用さ

れておりますので、児童が使用できる教室はだいたい同じではないかと思います。使

いやすさや安全面を考えますと、若葉小学校は平坦だということ、広葉小学校は３列

になっており、つなぐ廊下は１つであること、その廊下の一部にはスロープがあるこ

と、そういう点を考慮する必要があると思います。

○教育委員（長谷川 しづ） 私も現地に行ってみて感じたのですが、広葉小学校の場合は

３つに分かれた校舎を１本の廊下でつないでいるということで、利便性や安全性を考

えるだけでも使い勝手が悪いと思います。学校としてではなく、地域の団体がいろい

ろな活動で使うのでしたら分けて使うのには使いやすいのかもしれませんが、学校の

活動として授業や何かで使うとすると、１本の廊下でしかつながっていない渡りにく

さだとか、校舎の中に急なスロープがあることもあり、使い勝手から考えると広葉小

学校より若葉小学校のほうが良いのではないかと思います。

○教育委員（渡辺 憲介） 職員室の位置関係では、若葉小学校では職員室が１階、広葉小

学校では２階にあるということですが、広葉小学校については、いま長谷川委員がお

っしゃったように、３つの校舎が１本の廊下でつながっていて、違う棟に行くには２

階から１階に一度降りなければいけないですね。そこも問題であるという気がしまし

た。

○教育委員（麻生 敏子） 職員室が１階か２階かということで一長一短あると思いますが、

私としては１階が希望です。何故かというと、子どもたちが登下校する姿が先生方の

目に何気なく入ってくる位置に職員室があることが一番望ましいと感じます。

○教育委員（長谷川 しづ） 私は逆に２階に職員室があるとういうことによって、常に児

童の学習や普段の休み時間の行動がよく観察できると思います。登下校時の玄関には

職員がいらっしゃるし、玄関が開いている時間は決まっています。それ以外はインタ

ーホンでの玄関の出入りになるので、２階にあるというのも利便性があると思います。
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どちらも一長一短だと感じます。

○委 員 長（村山 邦彦） 今３人の委員さんからご発言がありましたが、校舎の形態が広葉

小学校は三線校舎になっていて、傾斜が少しあるということで、子どもの生活への対応

としては平面の校舎のほうが良いのではないかというようなことですね。

○教育委員（長谷川 しづ） そういう意味で２階に職員室があるというのは、いま申し上げ

たとおり児童の普段の授業や休み時間の行動を把握するのにとても良いですが、広葉小

学校の場合校舎が３つになっていますし、３つの校舎に３つの職員室があるわけではな

いので、いったん下に降りて隣の棟に行く形態をとらなければなりませんから、２階に

あっても２階の利便性が機能しきれないのではないかということは考えられます。

○委 員 長（村山 邦彦） 職員室の設置されている階数について一長一短あるけれども、や

や１階のほうが利便性があるのではないかという気もします。

○教 育 長（白崎 三千年） 難しいことですね。後段の論議の中では高台小学校と緑陽小学

校が出てきますけれども、今は広葉小学校と若葉小学校を比較してどうなのかという論

議が必要ですよね。単純に１階が良いのか２階が良いのかということだけでは難しいで

すよね。そのへんも含めながら検討していただくことが大事だと思います。

○委 員 長（村山 邦彦） 最近道内で作られている小中学校の職員室は、１階に置かれてい

るのが多いのか、２階が多いのか、どうでしょうか。

○教育施策推進参事（工藤 正） 具体的な統計はとっていませんが、それは教育長が言われ

たように地形的な部分もあると思いますし、大きさによっても違ってくると思います。

○教 育 長（白崎 三千年） 一頃、学校の安全性、内部からの侵入者、登下校時における状

況からして、玄関付近に職員室を置くことが大切だと言われたことがあります。また一

頃は、教育活動の中身あるいは先生方の学校内における子どもの安全を確保するという

観点から、小学校ではあまりないですけれども、例えば３階建ての校舎の場合は圧倒的

に２階に職員室を設置した施設が多かったですね。地形的なこととか、規模的なことと

かも含めながら、それぞれで職員室を配置しますから、一概にはどちらが良いというこ

とは難しいと思います。

○教育委員（長谷川 しづ） 歩いて学校の近辺を見たとき、広葉小学校の水溜りにはびっく

りしました。初め、池と間違えるくらいに水溜りがあって、水はけの悪さを感じたので

すけれども、そういう意味では若葉小学校のほうが水はけが良く、使用しやすいと感じ

られました。雨が降ったときや雪解けのときだとか、そういう度にグラウンドが使えな

いというのでは、とてもグラウンド使用には向かないと思います。

○委 員 長（村山 邦彦） 若葉小学校と広葉小学校では土壌が違うのでしょうか。

○教育委員（麻生 敏子） 若葉小学校の水はけは良かったですよね。

○管理部長（小菅 敏博） 開校当初はそれぞれの学校で地質の調査もして、グラウンドとし

て利用可能な状況ではあったと思いますが、現実的にはいま長谷川委員からお話があり

ましたように、広葉小学校のグラウンドは水溜りになるというような状況がありますか
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ら、相当な大工事をしない限り現状は解消できないと思います。

○教育委員（渡辺 憲介） 学校からは、例えば雪解けの時期に水が溜まって困るのでどうに

かして欲しいという要望はあるのですか。

○管理部長（小菅 敏博） 学校ではグラウンドの状況を把握しながら、グラウンドが使えな

い時には体育館で授業をするとか臨機応変に対応していただいております。

○教育委員（長谷川 しづ） 雨が降った後でしたが、私たちが視察したのはかなり天気が

良い日でした。それにも関わらず、水溜りがひどかったので、水が溜まりやすい場所

なのだと思いました。

○管理部長（小菅 敏博） 委員の皆さんに現地を視察していただいた時に、若葉小学校の

状況も我々で確認いたしました。若葉小学校にも多少水のある状態はありましたけれ

ども、若葉小学校のほうが割と乾きやすい状況で、あまり水溜りなどは発生していな

いという実態です。

○委 員 長（村山 邦彦） 学校では水はけの問題だとか、風が吹くと埃が飛ぶグラウンド

だとかいろいろありますよね。埃が飛んで野球ができないので改善して欲しいという

のはよく話題に出る話ですが、グラウンドにしても教育活動がやりやすいように整備

しなくては駄目だと思います。

○教育委員（麻生 敏子） ２校を１校にして、１・２年生は３５人学級、３年生以上は４

０人学級ですよね。学級編制が変わってくれば、当然教室は足りなくなりますので、

その時に増築ができる場所を考えなければならないのではないかと思います。そうす

ると、若葉小学校のほうが増築できるスペースがあったと思います。

○教 育 長（白崎 三千年） 単純に増築するかしないかだけではなくて、最大学級の時の

状況を含めて説明されるとわかりやすいのですが。

○教育施策推進参事（工藤 正） 平成２５年までの統合の状態を考えますと、いま特別教

室というのがありますが、それ以外に考えた場合、普通学級は最大１３学級程度にな

るだろうと考えられます。その先についての推計は出ていません。教育委員会の従来

どおりの方針では、校区内に特別支援学級を開校しています。今のところ３学級程度

をみていかなければならないと思います。そうすると最大学級１３学級であるところ

に、特別支援学級３学級を足して１６学級なので、１７学級あれば当面は大丈夫だと

思います。ただ、それ以上に急激に増えた場合はわかりません。ですから両方の学校

とも今の状況でいくと、物理的な部分においては可能だと思います。ただ、広葉小学

校については、団地ができた頃に最初にできた学校で、児童が急増していた学校です

ので、もともとの器は大きいのですが、先ほど言いましたようにデイサービスだとか

学童クラブに使用するということで校舎を教育財産から普通財産にしている関係から、

教室としてのカウントはできないという状況です。

○委 員 長（村山 邦彦） これは大変重要なことですよね。だんだん学級編制基準が改正

されていますから、十分に考慮しなければならないと思います。
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○教育委員（長谷川 しづ） 何度も言うように使いやすさと安全性というのがかみ合って

初めて校舎選びができると思うので、そのへんを重要視しなければいけないと思いま

すが、そうすると廊下１本でしかつながっていないのに３棟の校舎を行き来しなけれ

ばならないという使いにくさとか、安全の確認のしにくさだとかにはかなり問題があ

ると感じます。

○委 員 長（村山 邦彦） 他、何かご質問ございませんか。今日はどちらの校舎が良いか

を論議をしますが、最終的には今日決定するものではありません。皆さんの意見を踏

まえて次回の教育委員会会議に臨むというかたちになるかと思いますので、質問はど

んどん出してください。

施設面は非常に重要な観点の一つですが、後ほど意見等がありましたら最後にお聞

きしたいと思います。観点２点目に移ります。子どもたちの安全に関することです。

何かご質問ございませんか。

○教育委員（長谷川 しづ） 全部網羅したわけではないので、これが全てだとは言いにく

いのですが、実際に歩いてみて距離的には児童にとって無理な距離ではないという実

感を得ました。ただこれは季節によってだとか、気候条件とかで変わるかとは思いま

すけれども、同じ距離でも坂道が多いだとか砂利道が多いだとか、そういう道路条件

によって通学が大変困難だということもありますが、私たちが歩いたところに限って

はそういう問題はなかったと思います。歩いている途中での自然観察だとか、通学の

行き来の中でのいろいろな子ども同士の体験だとかが育まれるような時間的な長さで

あるというところでは、特別長すぎるとか短すぎるという感じはしませんでした。そ

ういう意味ではむしろ、いろいろな触れ合いができる環境の通学路だと感じました。

例えば、四季を感じるだとか、近所の様子を見たりだとか、散歩している人たちとの

触れ合いだとかもできるし、無理のない通学路だと感じました。

○委 員 長（村山 邦彦） 私もあそこのコースを日常的にも歩いていますけれども、特に

遊歩道は整備されていて環境も良いと思います。

○教育委員（渡辺 憲介） 事務局のほうから中央通の交通量の話がありましたけれども、

私たちが行ったのはちょうど下校時間くらいでしたが、その時間帯で３６０台くらい

ということだったので、もうちょっと交通量が多いのかという気がしていたので、意

外と少ないという感じがしました。私はいま職場が西の里ですけれども、西の里の小

学校は国道２７４号の真ん中を通って横断していきますから、あそこの交通量からみ

ると格段に少なく、私が思っていた交通量に比べても非常に少なかったと思います。

○教育委員（麻生 敏子） 私は別コースで歩いていましたが、遊歩道には感心しました。

他の小学校を見てもあのような恵まれた環境で学校へ通える子どもさんたちがいると

いうことを知らなかったものですから、歩いてみて本当に素晴らしい通学区域になる

と思いました。中央通の所は車もそんなに多くないですし、大曲のほうですと国道や

道道を渡って学校へ通うというのが普通で、ものすごい交通量のところで子どもたち
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は横断しているので、団地の中の交通安全面を考えると、信号も歩道もあるので、そ

んなに心配されるほどではないと感じました。

○教育委員（長谷川 しづ） 私も概ねそのように感じたのですが、ただ、統合となれば今

まで通っていないところも通る児童が出てきますので、その場合に感じたところが数

箇所あります。例えば広葉中学校の前の中央通に出るところの坂道に歩道がないこと。

小学生と中学生があそこで行きかい、朝は出勤途中の車も通るということで、きちん

と交通安全指導というのをしていただかないと、距離は短いですけれども、気になる

ところだと思います。それから、もし若葉小学校の校舎を使うようになれば若葉小学

校の校門から出たところの道路に横断歩道がなかったことが気になります。学校を背

にして見ると左側がちょっとカーブになっていますが、そこを子どもが渡るとき、車

に一時停止していただいたほうが安全ではないかと思いました。それから中央通の横

断歩道が片方だけで、中央分離帯のところは横断歩道の分離があるけれども渡るよう

にはなっていないだとか、少しずつ気になるところはありますが、交通安全指導と、

もしできるなら横断歩道のようなものができればいいと思います。そういうようなご

協力をいただけるのであれば解決できると思います。

○委 員 長（村山 邦彦） 若葉小学校の玄関を出るとＴ字路で片側が遊歩道ですが、カー

ブというのはどこのことをおしゃっているのですか。

○教育委員（長谷川 しづ） Ｔ字路の左側です。

○教育委員（麻生 敏子） 左側は遊歩道がついていたけど、右側は車の停止線がついてい

たと思います。

○教育委員（長谷川 しづ） 現地に行ってみたらもう一度確認できますが、車が来た時に

一時停止してくれたら安全を確保できると感じました。

○教育施策推進参事（工藤 正） 言われているのは、若葉小学校を出て左側のところです

よね。

○教 育 長（白崎 三千年） いずれにしても道路の形状とか施設的な問題は別にして、改

めて安全教育の部分と道路の安全対策の部分と整理しながら検討していかなければ

ならないと思います。

○委 員 長（村山 邦彦） いずれの学校を使うにしても、子どもにとっては新たに通学に

使う道ですから。

○教 育 長（白崎 三千年） そうですね。

○教育委員（長谷川 しづ） 学校と児童だけではなくて、家庭の理解と協力と、地域の方

のご協力というのは本当に大きな力だと思います。学校、家庭、地域が一体となっ

て子どもを守っていく、安全対策をするということをぜひ実行していただけないか

と思います。

○教育委員（渡辺 憲介） 若葉小学校でシルバーＰＴＡさんがそれぞれの箇所に立ってい

ただいていましたよね。同じようなシステムは広葉小学校にもあるのでしょうか。
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西の里小学校や北の台小学校にもありますが。

○教育施策推進参事（工藤 正） 広葉小学校にも地域の方がボランティア的なかたちでや

っています。高台小学校や緑陽小学校につきましても各自、強制的ではないというと

ころもありますが、ボランティア活動的にやっています。

○教育委員（長谷川 しづ） あの時、ボランティアのベストを着た方が玄関のほうまで入

って行って子どもたちと一緒に出てくるという光景を見たのですが、とても良いこと

だと思います。あとはＰＴＡの方が、どういう人たちがそのようなお手伝いをしてく

れているのか知らないというのではなくて、地域の方たちが理解して一緒になってや

っていただいているということを理解していただくことが必要かと思います。

○教 育 長（白崎 三千年） かなりの団体や、個人の方も含めて市内的には近年安全パト

ロールのかたちで増えてきていますし、不審者の問題がこれだけ大きな課題になって

いる中で、ずいぶん協力していただいています。その際、学校からもお世話になって

いる方々への感謝の気持ちや児童からの感謝の気持ちが現れる教育活動の場面を設定

したりしています。ＰＴＡとそういう団体とが一体となって取り組んでいる学校もあ

りますから、それぞれの学校と歴史的な取組みの経過というのはいろいろありますの

で、ずいぶんと盛んになってきています。

○青少年課長（畑野 和雄） 市内の各中学校区に青少年健全育成連絡協議会というのがあ

りまして、地域の安全安心のための自主的な活動に取り組んでおります。その一端と

して、今お話が出ておりましたように、「見守り隊」等の地域の巡視ですとか、そうい

うものを登下校の時間に合わせながらやっておりまして、これも強制されたものでは

なくて、少しでも、活動の輪を広げようということで取り組んでおります。

○委 員 長（村山 邦彦） 工藤参事がお話になった中央道の交通量調査はどの時間帯のも

のですか。

○教育施策推進参事（工藤 正） 朝７時半から８時半、昼１時半から２時半、２時半から

３時半というかたちで調査をした経過があります。通学時間帯の交通量の調査です。

○委 員 長（村山 邦彦） 団地から札幌への通勤者は８時少し過ぎあたりにかなりの量の

車が駅に向かいますが、子どもの登校は８時前後よりももっと早いのですか。

○管理部長（小菅 敏博） ７時５０分から８時少し過ぎくらいまでです。あまり早い時間

には子どもを行かせないようにしていただいています。

○委 員 長（村山 邦彦） 交通安全指導を地域の方にお願いする場合に、その時間帯が非

常に重要ですね。圧倒的にその時間に通勤する車が集中しますから。渡辺委員がおっ

しゃっていたように、午後は意外と車は少ないですよね。

○管理部長（小菅 敏博） 通学のことで言いますと、例えばその地域から５人なり１０人

なりでかたまって集団で通っていますし、信号もきちんと青になったら高学年が１・

２年生を連れて渡っているという光景を団地の中で見ますので、子ども同士で一定の

秩序をもって通っている状況だと思います。学校でも交通安全指導はしていますし、
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たぶん親御さんも指導されているでしょうし、子どももそういう中で一定の交通安全

についての知識を持っているのではないかと思います。ちょうど通勤する時に通学時

間と重なるので見ていますと、節度をもって子どもたちは通っています。安全に対す

る意識は子どもの中でも高いと思います。

○委 員 長（村山 邦彦） ほか、何かご質問ございませんか。

（質疑等特になし）

○委 員 長（村山 邦彦） では、３つ目の観点である、地域との関係や周辺環境について、

ご質問ございませんか。

○教育委員（麻生 敏子） 周辺環境から見ますと、両小学校とも公園などに囲まれていて、

総合的に学習するには積極的に使用できる学校だと感じました。公園や地域に恵まれ

ているという印象を受けました。

○教育委員（長谷川 しづ） 私もそう思います。学校の施設、例えばグラウンドが使えな

い時には、近くの公園等の施設を利用するということができる環境にあるというのは

とても良いことだと感じました。他の地域にはなかなかないですから、どちらの校舎

を選んでもそのような環境があるということは素晴らしいと思います。

○委 員 長（村山 邦彦） そうですね、これは計画的に造った団地なだけに、計画的に公

共施設を設置できたのですね。団地で造成時に造られたものは、それなりに子どもた

ちの教育環境を良くしようという計画でしたから有り難いことですよね。

○教育委員（長谷川 しづ） その中でも資料としていただいた写真等を拝見すると、南公

園の四季折々の様子を味わうことができます。本当に素晴らしい環境だということが

公園の様子でわかります。

○委 員 長（村山 邦彦） 公園もあって、非常に閑静な環境に位置づけられて、静かだと

ういうメリットはあるけれども、逆に不審者が現れると怖いですね。

○教育委員（長谷川 しづ） 不審者というのは車でパッと来て出没しますから、暗いとこ

ろに限らず日中でも出たりしますね。

○教育委員（麻生 敏子） 不審者についてはどこの地域でも出没しているわけだから、地

域とＰＴＡ、学校の三者が協力しながら子どもたちを育てるんだという観点で見てい

かなければならないと思います。自分たちだけというわけにはいかないと思います。

○教 育 長（白崎 三千年） 広葉小学校の校舎を使うにしても、若葉小学校を使うにして

も、周辺の環境のことからいくと小中の連携も必要ですが、幼保小の連携が極めて重

要です。先生方同士は研修の機会を設けて、授業を参観したり、話し合いをしたりと

いうことが北広島市内でも出ています。団地内のそれぞれの学校にあっては、幼稚園

や保育所が極めて近い環境にあります。特に広葉小学校と若葉小学校は両方ともそう

いう条件に恵まれていますので、どちらの校舎を使用されても良い条件だと思います。

公園もさることながら、そういう面でもこれからの教育の観点としては極めて大事な

要素だと思っています。小学生が実際に幼稚園や保育所を訪問したり、あるいはお兄
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ちゃんやお姉ちゃんの学習の様子を保育所や幼稚園の園児たちが見学をしたりという

ことがこれから盛んになれば良いと思います。

○教育委員（長谷川 しづ） 大きい子が小さい子をいたわり、小さい子が大きい人を見習

って成長していけるといいですね。

○教 育 長（白崎 三千年） それが遠くまで出かけなくても近くにあるというのが良いと

思います。

○委 員 長（村山 邦彦） 広葉小学校の場合は幼稚園はどちらのほうにあるんですか。

○教 育 長（白崎 三千年） 広葉小学校と広葉中学校の間くらいです。保育所はグラウン

ドをはさんであります。

○委 員 長（村山 邦彦） 若葉小学校とわかば幼稚園は同じ敷地にあるような感じすらし

ます。校舎の裏の敷地は隣接していますから。幼保の連携がとりやすい地域です。地

域の方々と関連性のある施設ということで、広葉小学校の場合は先ほどの説明のよう

に「おたっしゃ塾」だとか福祉施設の活動の場面として学校を使っているということ

ですから、今は少子化だから地域の高齢者の方々と子どもたちの交流を深められると

いう意味でも、広葉小学校が残れば当然引き続きあの形態で残るでしょうけれども、

若葉小学校になったとしても、そのようなつながりを持てるように地域に授業を開放

するという配慮をしてもらいたいと思います。

○委 員 長（村山 邦彦） ほか、何かご質問ございませんか。

（質疑等特になし）

では、高台小学校と緑陽小学校についてご説明お願いします。

○教育施策推進参事（工藤 正） 高台小学校と緑陽小学校の状況についてご説明いたしま

す。まず（１）施設の状況①校舎についてですが、学校の敷地面積、グラウンド、

校舎面積につきましては緑陽小学校が上回っています。ただ、体育館の床面積につ

いては差がほとんどありません。校舎、体育館の建築年度は緑陽小学校が１年ほど

遅れて建設されています。両校とも校舎、体育館共に大規模修繕が行われておりま

すが、その施工年度につきましても緑陽小学校の方が４年ほど後に実施されており

ます。耐震化工事は、両校とも校舎については施工済みですが、体育館については

行っていません。その年数は緑陽小学校のほうが４年ほど後に行っています。

次に②校舎の利便性です。高台小学校は校舎と校門の間に約３ｍ程度の高低差が

あります。また、グラウンドと校舎の間には約４ｍの高低差があります。ただ、校

舎が建てられている敷地部分は平坦です。緑陽小学校は校門と校舎の間に約１ｍ弱、

校舎とグラウンドの間にも１ｍ強の高低差があります。校舎が建てられている敷地

部分は平坦です。両校とも玄関には身障者用のスロープが設置されておりますし、

高台小学校では校門からの段差に対応するために、階段の他にスロープも設置され

ております。

次に③教室の関係です。高台小学校は特別教室を除いて、教室として使用可能な
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のは２１教室となっています。緑陽小学校で使用可能な教室数は１７教室です。両

校の間には４教室の差があります。

④グラウンドの状況ですが、両校とも夏場には学校行事として運動会、冬期間は

両校で総合学習の一環としてスノーフェスティバルというのが行われています。た

だ緑陽小学校では、スキー学習が１・２年生につきましては緑陽スロープ、３～６

年生につきましては山手スロープで行われていますので、冬期間はスノーフェステ

ィバル以外にはほとんど利用されていません。高台小学校では校舎の敷地の段差を

利用してスキー学習が行われています。高台小学校についてはタイヤチューブが用

意されていて、子どもたちが休み時間に遊んでいます。グラウンドの水はけについ

ては高台小学校の方が良好です。

⑤学校施設の安全に関することですが、職員室の位置につきましては緑陽小学校

は玄関横、高台小学校は２階にあります。外部からの進入については構造上、高台

小学校の方が見にくいですが、児童の動向を把握しやすい位置に職員室があります。

緑陽小学校は教室のほとんどが２階に配置されています。職員室は１階にあります

が、１階の端のほうにあるので児童の動向は把握しにくいといえます。

（２）児童の安全に関すること①通学距離です。高台小学校区では一番遠い地点

は泉町で、約１ｋｍです。緑陽小学校区では松葉町の児童の通学距離が長く、約１．

２ｋｍです。高台小学校と緑陽小学校を統合して、高台小学校を使用する場合、今

は松葉町１丁目・２丁目に居住する児童は緑道を通って、緑葉公園を通って緑陽小

学校に通っていますが、もう一つの通い方としては緑葉プール付近から緑道を抜け

て高層住宅が建っている間を抜けて高台小学校へ行くという２つの道があります。

その際の通学距離は、１．５ｋｍから１．６ｋｍになるのではないかと思います。

また、緑陽小学校を使用した場合、高台小学校は地形的に校区の頂上にございます

ので、高台小学校区の児童が緑陽小学校に通うとすれば、高台小学校横の中央通を

横断するのが一番便利ですので、児童のほぼ全員が、高台小学校と緑陽小学校間の

３百数十メートル通学距離が伸びると思われます。高台小学校と緑陽小学校を合わ

せた校区で学校の位置関係を見た場合、高台小学校はほぼ中央部にあり、緑陽小学

校は比較的端に位置しています。

②通学路の安全に関わるものとしては、高台小学校と緑陽小学校は中央通を

はさんで隣り合った校区となっております。このため統合によって新たに通学路と

して問題になってくることとしては、いずれの学校を使用したとしても中央通を横

断しなければならないということです。中央通を横断する方法としては、２箇所あ

ります。１箇所は一番突き当たりの部分です。ここには横断歩道があり信号機も設

置されております。もう１箇所は横断歩道はありますが、信号機は設置されており

ません。この信号機が設置されていない箇所が、中央通を横断するのに多く使用さ

れると思われます。高台小学校横の中央通の交通量ですが、朝の登校時間帯で１時
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間当たり２２０台前後、午後の下校時間帯で１時間当たり２００台程度です。若葉

小学校の中央通に比べて、朝の時間帯で半分以下、午後の時間帯でも少なくなって

います。ここも住宅地ということもありまして、校区内の道路につきましては従来

から通学路として使用されているところがほとんどでありますので、統合によって

新たな問題点が生じることは考えにくいと考えております。交通状況につきまして

も高台小学校は中央通に面しているということで、校区によってはバスが走ってお

りますので、バスの利用も可能と考えられます。

（３）地域との関係や周辺環境については、緑陽小学校は地域に学校を開放する

ということで、地域交流室、和室、小会議室が設けられています。

①教育上利用している周辺の施設に関してですが、高台小学校では生活科の授業

の一部を街区公園、２年生は緑葉公園、３・４年生の総合学習でも一部で街区公園

を利用して行われています。水泳学習は白樺プールを利用しています。緑陽小学校

は１・２年生の生活科の授業の一部、３年生の総合学習の授業の一部を緑葉公園で

行っております。総合学習の一つとして緑葉公園、街区公園の清掃活動を行ってい

ます。水泳学習は緑葉プールを利用しています。

②学校施設の利用度ですが、学校開放事業に基づき、高台小学校では４団体、緑

陽小学校においては２団体が定期的に利用されております。高台小学校におきまし

ては、地域住民及び地域の囲碁クラブが生涯学習のかたちで活用するために設けた

コミュニティールームを利用して活動されております。緑陽小学校では老人クラブ

を中心として利用されています。

③学校周辺の環境については、高台小学校は学校にほとんど隣接して竹葉公園が

あります。緑陽小学校にも緑葉公園があります。竹葉公園は樹木数は少ないですが

北広島団地の中で一番高い位置にあるということで、景観的には非常に良いです。

緑葉公園については緑が豊かな公園で、モニュメントが設置された場所は「たまご

公園」と言って、子どもたちにも親しまれています。高台小学校と緑陽小学校の学

校間は直線で３００ｍ強です。

（４）その他必要な事項としまして、暖房機器につきましては高台小学校が平成

６・７年、緑陽小学校が平成７・８年に更新されております。校長・教頭住宅につ

きましては、高台小学校が平成１４年、緑陽小学校は昭和５５年ということで大き

な差があります。放送施設につきましては高台小学校が平成１４年に更新されてお

ります。緑陽小学校は平成元年ということで、これも大きな差があります。児童が

使うパソコンにつきましては両校とも平成１３年に設置され、設置台数は４０台と

差はありません。

以上です。

○委 員 長（村山 邦彦） まず施設に関して、ご質問ございませんか。

○教育委員（麻生 敏子） 高台小学校と緑陽小学校の校舎の状況を説明していただきまし
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たが、両校とも平坦であるということです。大規模修繕が行われている時期が若干

違ってはいますが、だいたいきれいな校舎として使われていたのではないかと思い

ました。高台小学校ではグラウンドと校舎の間が４ｍの高低差があって、スキー教

室とか雪遊びなどに使われているという環境にあります。普通、小学校で平坦な学

校であれば１・２年生のスキー授業の時には山を作って遊ばせたりします。たしか、

西部小学校が新しくなって見に行った時に、あそこは高低差があるものですから、

ちょっとならせばスキーができるようになっていました。高台小学校もそういう意

味では素晴らしい環境ではないかと感じました。

○教育委員（長谷川 しづ） 麻生委員がおっしゃったように、大規模修繕されているので、

どちらも比較的きれいだということですが、高台小学校の場合は廊下が広くてとて

も明るい感じがしました。高台小学校に行くと、校門から学校までの３ｍくらいの

高低差がいつも気になります。しかし、教室数については高台小学校では２１教室

使えるということで、かなり余裕を持って使えると思います。もし予想できないと

ころで学級数が増えると、緑陽小学校の場合足りなくなる可能性があると思います。

教室数では高台小学校のほうが余裕があると思います。

○教育委員（渡辺 憲介） 使用可能な教室数が２１教室と１７教室ということで４教室分

の差があるということですが、これは大きいと思います。

○教 育 長（白崎 三千年） ただ、通級教室であることばの教室の関係で、緑陽小学校は

ご承知のように職員室とプレイルームと指導室とが、ほぼ３教室くらいの面積をと

っています。言葉の通級教室を東部地区に設置するのは無理ですから、団地の中の

どちらかの校舎の学校を利用するということを考えると、２１教室と１７教室の差

は大きいのではないかと思います。

○教育施策推進参事（工藤 正） 高台小学校と緑陽小学校が統合した場合、広葉小学校と

若葉小学校が統合するよりも児童数が下がってきているということで、今の推計でい

きますと、徐々に学級数が減っていきます。ただ、地区的な人口や周辺人口も考えて

いかなければならないので、そうすると、適正規模が１２学級と基本的に考えた場合

に、ことばの学級は必ず設置するとなると３学級です。それに特別支援学級を設置す

るとなったときに、広葉小学校と若葉小学校と同じように特別支援学級を３学級とす

ると、単純に合わせて１８学級必要です。ただ当面は統合したとしても、学級数は１

２学級ということにはならない推計が出ていますので、収容は可能だと思いますが、

学級数の差はやはり大きいと思います。

○教育委員（長谷川 しづ） グラウンドに関してですが、緑陽小学校の場合は冬期間使っ

ていないのですか。

○教育施策推進参事（工藤 正） 冬期間使うというとスキー学習が主になるのですが、緑

陽小学校の場合は低学年、高学年に分かれて２箇所に分かれて別な坂で授業している

ものですから、学校の中に坂を作るという状況ではありません。ただ、スノーフェス
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ティバルというかたちで子どもたちが計画をして使う場合があるのですが、高台小学

校や他の学校と同じようなレベルのグラウンドの使い方はしていません。

○教育委員（麻生 敏子） 施設の安全に関することということで、高台小学校の職員室が

２階に配置されているので、外部からの侵入者について確認しにくい構造になってい

るということですが、それは屋根が出ているということですか。屋根は、もし取ろう

と思ったら構造上取れるものなのでしょうか。

○管理部長（小菅 敏博） 建物全体で耐力や構造を考えて建設されていますので、取り外

すというのは非常に難しいと思います。構造計算もし直さなければなりませんし、建

築基準法上の問題が出てきます。

○教育委員（長谷川 しづ） 玄関のところにはひさしが出ていますよね。

○管理部長（小菅 敏博） 玄関の１階部分に屋根が出たような格好になって入り口は見え

にくいです。

○教 育 長（白崎 三千年） 改めて緑陽小学校の職員室の位置と高台小学校の位置との関

係を整理してもう一度説明してください。

○教育施策推進参事（工藤 正） 緑陽小学校は職員玄関と児童玄関に併設して職員室が１

階にあります。見ようと思えば児童の確認はできます。児童の管理面で考えると、一

概に１階にあれば良いものではないという考え方もあります。緑陽小学校の場合には

教室数の関係で、地域交流室を１階に造ってあります。ことばの教室は３教室くらい

を職員室のすぐそばに造ってあるので、１階に予備教室がほとんどありません。特別

教室を含めて普通教室６学級は２階にあります。２階には正面に向かって右側のとこ

ろに教室がおかれていて、職員室は正面に向かって左手のほうにあるので離れていま

す。高台小学校については２階に職員室があります。ひさしに気が付かなかった要因

としては、坂があるので、上がっていくうちに職員室が外から見える状況にあるため

です。坂から見たら見やすいという状況にあります。高台小学校の場合は校舎入り口

から向かって、左手のほうに教室が全てつながっています。右手には体育館があり、

職員室は玄関の真上にあって、そこの左側のほうに校舎があるということで、職員室

は子どもたちを管理しているような位置にあります。職員室自体２階にあるし、子ど

もたちは必ず職員室の下を通って移動しますので、子どもの動向は管理しやすいです。

要するに中央部にありますので職員室のそば、あるいは下を通って、教室に行かなけ

ればならないということです。

○委 員 長（村山 邦彦） 割合管理しやすい位置にあるのですね。

他、何かご質問ございませんか。

続いて、児童の安全に関することについてご質問ございませんか。

○教育委員（長谷川 しづ） どちらの学校を選ぶにしても３００ｍほど学校と学校の間の

距離がありますよね。学校と学校がそれほど離れていないので、無理な通学距離では

ないと思います。例えば高台小学校の校区の一番遠いところから、緑陽小学校に行く
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として、３００ｍ遠くなる。逆に高台小学校に緑陽小学校の校区で一番遠い人が行く

ようになっても、３００ｍ遠くなるというような考え方ができると思います。距離的

なことを考えるとそれほど大きな変化ではないと思います。あと環境ですが、ここら

へんに変質者が出るとかいろいろなお話を伺いながら歩きましたが、今の変質者は木

陰や薄暗がりや夜に出るわけではなくて、日中に子どもたちが道路を歩いている時に

車で来てびっくりさせることがあるわけですから、こういう所だから変質者が出やす

いと限定することが難しいと思います。ですから、不審者の出没への対応というのは、

地域の方々の協力が本当に大きくなってくると思います。私が住んでいるところには

統合の問題はないですが、もしそうなったら何が一番気になるか、自分の周りの父母

の方に聞いてみました。そうすると、通学の安全が一番気になるということを言って

いました。そう考えると、児童の環境の変化に伴う、児童自身や保護者の心理的な不

安を解消しなくてはならないと思います。そういう意味でも地域の方の協力というの

は大きい力を持っていると思います。青パトがいま巡回していますが、お子さんを持

っていらっしゃる大人の方で、「青パトがのろのろ走って邪魔くさい。誰がこんなもの

決めたか」というような言い方をされる方がいらっしゃいました。そういう言葉だと

か、誰のために誰が決めたというようなことを考えられないような親御さんがいらっ

しゃることに私はがっかりするんですけれども、こういうことは何のためにやってい

るのかということを地域の方や父母の方に周知していただくと、行動もしやすくなる

と思います。そのへんは間に立つ人のお力で、皆さんにそれを理解してもらうように

はかることが大切だと思います。

○教 育 長（白崎 三千年） 前段の３００ｍの移動というところは、総括的にはそうなり

ますが、高台地区が緑陽に行った場合、緑陽地区が高台に行った場合、それぞれ違い

ますので、そのへんを説明してください。

○教育施策推進参事（工藤 正） ２つの校区を統合した場合に、比較的高台小学校は真ん

中に位置します。高台小学校は地形的に山の頂上にあるという特徴があります。緑陽

小学校につきましては、校区の端にあります。中央通をまたいでちょうど分かれてい

ます。端的に言いますと、高台小学校区の子どもが緑陽小学校に通うとなると、学校

に一旦集まって緑陽小学校へ行くというルートが通常のパターンになりますので、ほ

とんどの児童が３３０ｍ長くなります。高台小学校になった場合、高台小学校区の子

どもは通学距離は変わりません。緑陽小学校区の子どもについては、道路をはさんだ

向かい側に住居があり、ぐるっと回って緑陽小学校に通っている児童については、逆

に高台小学校のほうが近くなります。ただ、遠い所に住んでいる場合については緑陽

小学校を通って高台小学校まで来ますから３３０メートル増えます。ただ、向きが変

わることによって逆に通学距離が短くなる子どもが出てきます。

○教育委員（麻生 敏子） 学校周辺の環境をみると、４校とも恵まれていると思います。

学校施設も学校開放などで使われていますし、どちらを選んでも同じであるという感
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じがします。地域に学校があるのとないのとでは地域住民の方の学校に対する思いが

違ってくると思いますので、地域に一つの学校があって、そこを中心に地域協力をし

ていくという感じが望ましいと思います。昨日起こった中越地震をみても、地域で避

難する場所といったら学校ですから、遠くまで行かなければ避難できないというので

はなくて、自分たちが住んでいる近くに学校があって、学校が母体となって、避難を

しなければならないようなときにも使用できる施設があれば良いと思います。

○委 員 長（村山 邦彦） 地域の方に関心を持っていただくというのは重要なことです。

高台小学校の横に横断歩道があるけれども、信号機がない場所がありますから、高台

小学校になるとすれば可能な限り信号機の設置を関係機関に要請していくという方法

があると思います。

○教育委員（長谷川 しづ） それにしても、下校時に歩きましたが中央通の車の数は少な

いですよね。

○教育施策推進参事（工藤 正） 若葉小学校は朝の時間帯で約５４０台、高台小学校は約

２２０台。午後は若葉小学校のほうで約３６０台、高台小学校で約２００台。朝も昼

間もあまり変わりません。

○教育委員（渡辺 憲介） 交通量が少ないのは、中央通から下りてきて、若葉小学校のと

ころから左折して下りて行く人たちが多いからですよね。

○教育委員（長谷川 しづ） 本当に車は少ないですね。かえって車が少ないだけに油断し

ないようにしなければならないでしょうけれど。そのへんも交通安全指導の徹底とい

うことになるのでしょう。通学路をきちんと学校で周知徹底させることが大事だと思

います。

○教育委員（渡辺 憲介） 広葉小学校と若葉小学校の時にはおたっしゃ塾とか、高台小学

校と緑陽小学校の場合には老人クラブだとかで学校開放で地域の交流がありますが、

家庭全体を見ていて、核家族化されてきているので、どこの学校を選ぶにしても世代

間の交流をこれからも継続できるようにしたほうが良いと思います。

○教 育 長（白崎 三千年） ４校とも学校の施設や、公園を含めて学校周辺の施設を活用

したり、地域の方々との交流をしたり、教育課程の編成上それぞれの特色を生かしな

がら教育活動を展開していて、北広島市全体の学校がそうですけれども、非常に豊か

な教育活動を展開していると思っています。統合することによって、教育活動を展開

する形態は変わってきても、同じ目的やねらいを達成することは可能だと思います。

今の教育活動の質を落とさないために、新たな学校づくりの開設準備委員会等で進め

ていく学校の教育目標や、新しい学校づくりに向けての論議の中で、お互いに約束し

合ったり確認し合ったりすることが極めて重要だと思います。その委員会の折にはし

っかりとお願いをしていきたいと思っております。

○教育委員（渡辺 憲介） 自分たちの校区の中にある公園をきれいにするだとか、そうい

うことは子どもたち自身には意識がないでしょうけれど、学校教育の中で自分たちが
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住んでいる地域の公園などの清掃をして、そういうところに意識を持っていくのは非

常に良いことだと思います。

○教育委員（長谷川 しづ） 西の里の町内会では町内一斉清掃というのが秋と春にありま

すけれども、そのときに学校に連絡して、一斉清掃がありますので生徒や児童へお家

の方と一緒にゴミ拾いをお手伝いしましょうという声かけをしてもらうことがありま

す。西の里の北広島西高校の生徒も独自のゴミ拾いを行っています。学校で、公園を

きれいにする活動ができるのはとても良いことだと思います。また、核家族ですから、

お年寄りと交わって一緒に生活するという子どもが少なくなっている中で、地域交流

事業というのは、お年寄りからいろいろなお話を聞いたり、体験を耳にしたりできま

すし、弱者をいたわる気持ちを覚えるには良い活動だと思います。お互いに、自分の

地域にはこういう人が住んでいるのだと知る良い機会にもなるので、とても良い事業

だと思います。

○委 員 長（村山 邦彦） 統合の初期にはおそらく管理職や先生は変わるでしょうから、

その機会にあるべき姿を打ち出さないといけないと思います。今までの２つの学校の

良いところをとることになるとは思いますが。私は北広島デッサン会に所属しており、

高台小学校の廊下にあるギャラリーに出品したことがあります。そのギャラリーは、

地域や美術関係団体や画家の作品を展示していますが、それも特色の一つだと思いま

す。それが統合によってみんな断ち切られるのはいけないと思います。地域の人たち

が学校に集まった時に、そのようなギャラリー的なものは、大人が子どもに対して感

化できる情操教育の一つだと思いますので、良いところは残して欲しいです。

他、何かご質問ございませんか。

（質疑等特になし）

次に、地域との関係や周辺環境について、ご質問ございませんか。

○教育委員（長谷川 しづ） お話が先ほどありましたが、竹葉公園は北広島団地内の一番

高いところにあって、景観がとても良いとのことですが、どちらの学校を使うにして

も今まで使っていた周辺施設や公園はどちらも使うことが可能になって、今まで以上

に使える場所が増えると思って良いのでしょうか。

○教育施策推進参事（工藤 正） 授業時間で使うのか、授業をどのように組み立てるかと

いう問題もありますが、同じ学校で学年ごとに竹葉公園を使ったり緑葉公園を使った

りということも可能です。校区によって、使い方が決められているわけではないので、

今以上に幅は広がると思います。

○委 員 長（村山 邦彦） いい公園を両方持っていますね。竹葉公園に上ると団地の全貌

を見られるのではないでしょうか。

○教育施策推進参事（工藤 正） 高台小学校の場合、天気が良ければ竹葉公園と同じよう

に、教室からの見晴らしが良いです。

○委 員 長（村山 邦彦） その他の項目も合わせてご質問ございませんか。
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○委 員 長（村山 邦彦） 設備関係の細かいことですが、教材教具の取得年度に違いはあ

りますか。

○教育施策推進参事（工藤 正） 学校の建設年度によって多少変わってくると思いますが、

揃えているものは基本的には変わりません。

○委 員 長（村山 邦彦） 結局どちらの学校を使用するにしても、良い教材を統合する先

の学校に持ち込めば良いですね。

他、全体を通してご質問ございませんか。

○教育委員（長谷川 しづ） （２）③交通状況に関してですが、「高台小学校と緑陽小学校

ともに現状では徒歩通学である。ただ、北広島団地内には、バスが通っており、使用

する校舎によってはバスを利用した通学が可能な地区もある」とありますが、これは

どこのことですか。

○教育施策推進参事（工藤 正） 高台小学校と緑陽小学校の場合については、距離がさほ

ど長くないのでそれほど問題にはならないと思いますが、高台小学校が中央通に面し

ており、バス停が近くにありますので、緑陽小学校区の子どもがバスを使う気になれ

ば使えるということです。

○教育委員（長谷川 しづ） 使う気になれば誰でも使えるのでしょうか。

○教育施策推進参事（工藤 正） 通学費の補助制度というのがありまして、基本的に２ｋ

ｍを超える場合については、保護者が自家用車で送迎する場合にガソリン代が出ます。

バス通学の場合も一定の額で補助を出せます。

○教育委員（麻生 敏子） バス代を負担する可能性もあるということですか。

○教育施策推進参事（工藤 正） 場合によってはあります。

○教育委員（麻生 敏子） でも、高台小学校と緑陽小学校の間は２ｋｍ以内ですよね。他

の学校の子どもたちは歩いて通っているのに団地だけ優遇されるのはおかしくありま

せんか。

○管理部長（小菅 敏博） 補足しますと、事務局としては距離的には子どもが歩いて通え

る距離だと思っていますが、統合するという特殊な事情を考慮して、バスも使えると

お話しました。

○教育委員（麻生 敏子） 各自が個人的にお金を払ってバスを利用するのはわかりますが、

こちらで補助をすることの意味がわかりません。

○管理部長（小菅 敏博） 西の里地区では、学校までの距離が遠い虹ヶ丘地区の子どもた

ちが西の里小学校まで通うために補助制度を設けて、通学費の補助をしています。そ

ういう地域があるものですから、この場合もその補助制度にのせて検討できるのでは

ないかという話があります。

○教育委員（麻生 敏子） ２ｋｍ以上ということですか。

○管理部長（小菅 敏博） 車で送迎する場合は２ｋｍ以上で、交通の不便なところという

ように限定していますが、バスについては２ｋｍなくても補助対象にしています。そ



- 20 -

のからみで検討できると考えています。

○教育委員（長谷川 しづ） 例えば西の里の椴山から通う子どものバス通学を許可してい

るのと同じですか。

○管理部長（小菅 敏博） そうです。

○委 員 長（村山 邦彦） 統合の問題を抜きにしても、それを認めればかなり広がってく

るのではないですか。

○管理部長（小菅 敏博） 現状では、団地の中の補助制度というのは当然ないのですが、

今後は検討する必要があると思います。

○委 員 長（村山 邦彦） 例えば、東部では奥のほうから来ている子どももいるけれども、

遠いからバスを使うので助成して欲しいと言われたら検討することになるわけですか。

○管理部長（小菅 敏博） 全市的にバスについては地域的な事情がありますから、補助制

度は適用しています。バスについては距離の制限はありませんので、利用する者につ

いては２分の１補助しているのが現状です。

○委 員 長（村山 邦彦） 今の件を認めるとすれば、大きな問題になるのではありません

か。

○管理部長（小菅 敏博） 現在も全市的に適応された通学補助制度を利用して学校へ通っ

ている子どもがいますので、現実的には北広島団地内も同じような対応をできると考

えております。

○教 育 長（白崎 三千年） 逆に、虹ヶ丘地区だけを特殊地域として限定することのほう

が矛盾を生じてしまうということです。南の里地区とか２ｋｍをはるかに越えている

ケースは以前からバス通学をしていましたが、そういう子どもたちにも適用をさせた

ということです。

○委 員 長（村山 邦彦） 虹ヶ丘の問題を協議したときに、そこだけを特別扱いすること

は不平等だと発言したことを思い出しました。実施するなら全市的に適応させるべき

ですから。

○教 育 長（白崎 三千年） そういうことで全市的に適応させました。

○委 員 長（村山 邦彦） 制度は広がっていないのでしょうか。

○教 育 長（白崎 三千年） 長距離を歩かせるべきだという親御さんもいらっしゃいます。

損だとか得だとかではなくて、歩くのが苦手なケースもあるし、お子さんの状態に応

じながらやっておりますので、混乱は今は生じておりません。

○教育委員（渡辺 憲介） 冬場だけバスに乗る子どももいますよね。

○委 員 長（村山 邦彦） みんなに助成しているかというとそうでもないのですね。

○教 育 長（白崎 三千年） それも請求に応じてやっています。

○管理部長（小菅 敏博） 我々も十分に通学できる距離だと考えてはいますが、場合によ

ってはそういう制度も使っていただけると思います。

○教育委員（長谷川 しづ） あのくらいの距離なら歩いて欲しいと思いますね。
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○教 育 長（白崎 三千年） これは何を意識してのことかと言うと、駅前から中央通に頻

繁にバスが出ていますので、ロイヤルシャトーに住む人たちにとってはそういうこと

も可能だということです。

○管理部長（小菅 敏博） 今の件で補足させていただきますと、平成１３年度に通学費の

補助制度を制定しております。発端になったのは虹ヶ丘の子どもたちの通学の話が出

たときに、特別な地域を設置するというのは非常に難しいし、問題もありますので全

市的に対応するように要綱を定めてスタートしたということです。

○委 員 長（村山 邦彦） ほか、何かご質問ございませんか。

（質疑等特になし）

○委 員 長（村山 邦彦） 質疑なしと認めます。
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適適 正正 配配 置置 にに 係係 るる 使使 用用 すす るる 校校 舎舎 のの 検検 討討 にに つつ いい てて

１、広葉小学校と若葉小学校の状況

（１） 施設の状況

①校舎

敷地面積、運動場、校舎面積で若葉小学校が上回っているが、体育館の床面積についてはほ

とんど差が認められない。校舎、体育館の建築年度については広葉小学校が古い。校舎につい

てはともに大規模修繕は行われているが、施工年度は古く、広葉小学校の体育館は大規模修繕

が行われていない。また、耐震化工事については、両校の校舎・体育館とも行われていない。

②校舎の利便性

広葉小学校の敷地は、高低差がある階段上の構造となっている。校舎は 3 列の形で建てられ、

敷地の形状から校舎をつなぐ廊下の一部が急なスロープとなっている。また、校舎をつなぐ廊

下が一つしかなく、校舎間の行き来に不便な面がある。

若葉小学校は、校舎とグランドの間に高低差が認められるが、校舎、敷地ともに平坦になっ

ている。

③教室の関係

広葉小学校、若葉小学校とも、普通学級と多目的室で教室数として使用可能なものは１７教

室となっている。

普通学級、特別支援学級として使用可能な教室数では両校に差は認められない。

④グラウンドの状況

グラウンドは、両校とも年間を通じて使用されていが水捌けについては、若葉小学校の方が

良好である。

⑤学校施設の安全に関すること

両校とも、校舎入口は常時施錠し、学校を訪問した人は、インターホーンにより職員に確認

をとってからでなければ入ることができない体制をとっている。しかし、児童の登下校時には

児童玄関は開けられているため、職員が目で見て児童の安全を確保するという観点から職員室

の配置を見ると、広葉小学校は 2 階に、若葉小学校では職員玄関横に配置されている。広葉小

学校は、登下校時の安全、外部からの侵入に対し確認しづらい構造となっている。ただ、広葉

小学校では職員玄関横の会議室に事務職員を配置し、より安全性を確保している。

資 料
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（２）児童の安全に関すること

①通学距離

広葉小学校校区では、北広島駅付近の北進町の高層住宅に居住する児童の通学距離が長く、

約１．３ｋｍ程度となっている。若葉小学校区では、白樺町に居住する児童の通学距離が遠く､

約１．１ｋｍ程度となっている。

広葉小学校と若葉小学校をあわせた校区で両校の位置関係を見た場合、両校とも比較的はし

に位置している。

②通学路の安全に関わるもの

広葉小学校と若葉小学校が統合した場合、通学路上の新たな問題点としては、中央通を横断

しなければならない児童が出てくることがあげられる。

中央通を横断する方法は２ケ所あるが、いずれも横断歩道があり、信号機も設置されている。

③交通状況

広葉小学校、若葉小学校とも現状では徒歩通学である。ただ、北広島団地内には、バスが通

っており、使用する校舎によってはバスを利用した通学が可能な地区もある。

（３） 地域との関係や周辺環境について

①教育上利用している周辺の施設に関して

広葉小学校では、生活科の一部の授業を緑葉公園、総合学習の一部の授業を北広島公園を利

用して行われ、街区公園の清掃も行っている。水泳学習は、緑陽プールを利用している。

若葉小学校では、生活科の授業の一部を南公園と街区公園、総合学習の一部を南公園を利用

して行っている。水泳学習は白樺プールを利用している。

②学校施設の利用度

学校施設の定期利用については、学校開放事業に基づき実施されており、広葉小学校におい

ては 2 団体、若葉小学校においても 2 団体が定期的に利用している。

③学校周辺の環境

広葉小学校は、近くに北広島公園があり、若葉小学校は南公園に隣接している。いずれも、

近隣公園であり野球場・テニスコートを備え、緑のある憩いのある空間であり両校とも授業の

一部で活用されている。

（４） その他必要な事項

学校の設備として、暖房機の更新年度は広葉小学校では平成 3 年、若葉小学校では平成 5

年となっている。ＡＶ（放送施設）整備状況については広葉小学校が若葉小学校よりも２年ほ

ど古くなっている。
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２、高台小学校と緑陽小学校の状況

（１） 施設の状況

①校舎

敷地面積、運動場、校舎面積で緑陽小学校が上回っているが、体育館の床面積はついてはほ

とんど差は認められない。校舎、体育館の建築年度は緑陽小学校が若干新しい。校舎・体育館

ともに大規模修繕が行われている。

耐震化工事については、両校とも校舎については施工済みであるが、体育館は行っていない。

②校舎の利便性

高台小学校は、校舎と校門、グランドと校舎との間に高低差があるが、校舎が建てられてい

る敷地部分は平坦な地形となっている。

緑陽小学校は、校門と校舎の間、校舎とグランドの間に高低差が認められるが、校舎が建て

られている敷地部分は平坦な地形となっている。

両校とも、玄関入口横に障がい者用のスロープが設置されている。また、高台小学校では校

門からスロープも設置されている。

③教室の関係

高台小学校は、現在普通教室と視聴覚室などで、教室として使用可能なものは２１教室とな

る。

一方、緑陽小学校では、普通教室と総合集会室などで、教室として使用可能なものは１７教

室となる。このため、両校には教室数として４教室分の差がある。

④グラウンドの状況

グラウンドは、両校とも年間を通じて使用されているが、水捌けについては、高台小学校の

方が良好である。また、高台小学校では、校舎敷地の段差を利用してスキー学習が行われ、休

み時間には子どもたちがタイヤチューブで遊ぶ光景が見られる。

⑤学校施設の安全に関すること

職員室については緑陽小学校が職員玄関横に配置されているのに比較し、高台小学校では 2

階に配置されており、外部からの進入については確認しにくい構造となっているが、校舎内の

児童の安全管理面からは、職員室が校舎の中心にあり、児童の動向を把握しやすい配置となっ

ている。

逆に、緑陽小学校は、教室の多くが 2 階にあり、職員室が１階の片側に位置している。

（２）児童の安全に関すること

①通学距離

高台小学校校区では、泉町に居住する児童通学距離が長く、約１ｋｍ程度となっている。緑

陽小学校区では、松葉町に居住する児童の通学距離が長く､約１．２ｋｍ程度となっている。
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高台小学校と緑陽小学校をあわせた校区で位置関係を見た場合、高台小学校はほぼ中央部に

位置し、緑陽小学校は比較的はしに位置している。

②通学路の安全に関わるもの

高台小学校と緑陽小学校が統合した場合、通学路上の新たな問題点としては、中央通を横断

しなければならない児童が出てくることがあげられる。

中央通を横断する方法は、２ケ所あるが、１ケ所は横断歩道があり、信号機も設置されてい

るが、もう１ケ所では横断歩道はあるが信号機が設置されていない。

③交通状況

高台小学校,緑陽小学校とも現状では徒歩通学である。ただ、北広島団地内には、バスが通っ

ており、使用する校舎によってはバスを利用した通学が可能な地区もある。

（３） 地域との関係や周辺環境について

①教育上利用している周辺の施設に関して

高台小学校では、生活科の授業を街区公園と竹葉公園、総合学習の一部を街区公園を利用し

て行っている。水泳学習は、白樺プールを利用している。

緑陽小学校では、生活科の授業の一部、総合学習の授業の一部を緑葉公園で行っており、緑

葉公園、街区公園の清掃活動も行っている。水泳学習は、緑陽プールを利用している。

②学校施設の利用度

学校施設の定期利用については学校開放事業に基づき体育館を使用している。高台小学校に

おいては４団体、緑陽小学校においては 2 団体が定期的に利用している。

③学校周辺の環境

高台小学校には竹葉公園、緑陽小学校には緑葉公園が隣接している。高台小学校と緑陽小学

校の学校間の距離が約３００ｍ程度であり、距離的に近いこともあり授業などで両公園とも利

用可能な位置にある。

（４） その他必要な事項

暖房機器は、高台小学校が平成６、７年、緑陽小学校が平成７、８年に更新されている。

ＡＶ（放送施設）整備状況については高台小学校が平成１４年に更新しているが、緑陽小学校

は平成元年度であり大きな差がある。

児童が使うパソコンについては両校とも平成１３年に設置され、設置台数に差は認められな

い。


